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鳥取県議会議員興治 英夫
　連合鳥取のみなさまの日頃からの活動に敬意を表し
ます。
　私は「子どもたちの育成環境」を自身の政策の土台に
置き、そのために家族の生活環境はどうあるべきか、経
済・雇用環境は、街のつくりは、という組み立てで取組
んで参りました。
　お陰様で、交通結節点である米子駅とその周辺の再
構築やバス路線を中心に公共交通網再編なども動き始
め、子育て支援として病後・病後児保育の増設、子育て
相談窓口などの施策も進み始め、この間、その実現に
理解と協力を頂いた方々に心から感謝する次第です。
これからも、理想を
掲げるだけでなく 、
前に進め実現に拘
るスタイルで頑張り
ます。

　昨年度の県議会質問でこんなことを実現。
・洪水予防のための河川の樹木伐採・河床掘削予算の増額
　平成30年度 956百万円　令和元年度 1,300百万円。 
・老朽危険空き家除却事業補助金増額
　大きな家屋も解体撤去しやすいよう、除却補助金の上限（120万
　円）をなくし単価設定（26千円/㎡）とし、補助率は除却費の４/５。
・自動車税・自動車取得税の障がい者減免制度の改善
　生計同一者・常時介護者が運転する自動車について、通院等の
　回数要件を撤廃し、自動車税45千円、自動車取得税250万円×
　税率の減免に。
・外国人労働者の総合相談窓口の開設
　外国人労働者が地域で共生できるよう、東・中・西部３カ所に総
　合相談センターを開設。
・県内企業への就職を促進するため、採用試験を受験する学生の交通費支援
　県外学生の交通費を負担する県内企業に、往復
　交通費を助成。補助率１/２ 補助上限一人３万円。
・運転免許証自主返納
　者へのタクシー代等
　助成への県の支援　
　今年度モデル的に市
　町村に補助し、効果
　検証等を行いながら、
　来年度からの本格運
　用につなげる。　

米子市議会議員中田 利幸

障がい者雇用の取り組みについて先進地を視察障がい者雇用の取り組みについて先進地を視察中部地協の北条砂丘清掃活動とバーベキューに参加中部地協の北条砂丘清掃活動とバーベキューに参加

連合鳥取2020年度政策･制度要求(30項目)を
平井鳥取県知事に手交〈8月19日（月）〉

　
連
合
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労
組
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８
月
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）、ま
な
び
タ
ウ
ン

と
う
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琴
浦
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お
い
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催
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、全
県
の
単
組
よ
り
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人
が
参
加
し
ま
し
た
。
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ミ
ナ
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は
毎
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、広
報・教
育
局
が
手
作
り
で
実
施
し
て
お
り
、本
年
は
連
合

鳥
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の
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中
穂
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務
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長
に
よ
る
講
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ジ
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内
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者
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営
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ら
労
働
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受
け
て
い
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み
な
く
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米
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新
井
英
律
子
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談
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を
講
師
に
迎
え
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講
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と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
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行
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、労
働
組
合
役
員
の
役
割
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つ
い
て
改
め
て
考
え
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機
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と
し
ま
し
た
。ま
た
、次
期
衆
議
院
議
員
選
挙
に
連
合

鳥
取
が
推
薦
決
定
し
て
い
る「
湯
原
俊
二
」さ
ん
も
か
け
つ
け
、日
頃
の
活
動
報
告
や

「
政
治
」の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。
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連
合
は
結
成
　
年
を
迎
え
る
。改
め
て

「
働
く
こ
と
」に
軸
を
置
き
、①
働
く
仲
間

一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
と
暮
ら
し
を「
ま
も

り
」、②
働
く
仲
間
・
地
域
社
会
を「
つ
な

ぎ
」、社
会
・
経
済
の
新
た
な
活
力
を「
創
り

出
し
」て
い
く
た
め
に
、一
つ
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に
働
き
方

の
多
様
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し
、二
つ
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に
労
働
組

合
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作
っ
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労
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協
」「
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金
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済
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を
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目
に
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を
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・

発
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せ
る
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求
め
ら
れ
て
い
る
。
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①
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①
仕
事
の
基
本
は「
ほ
う（
報
告
）・
れ
ん

　（
連
絡
）・
そ
う（
相
談
）」だ
が
、指
示
を

　
受
け
た
段
階
で
自
分
勝
手
に
理
解
せ
ず
、

　
確
認
す
る
こ
と
も
大
切
。
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っ
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③
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し
た
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？
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。
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。
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。
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る
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々
な
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ー
プ
討
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い
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で
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た
。

こ
れ
と
い
う
正
解
は
な
い
が
、各
単
組
で

「
ど
う
対
応
す
る
か
」考
え
て
い
く
機
会
に

し
て
ほ
し
い
。単
組
で
の
対
応
が
難
し
い

時
は
、産
別
、連
合
、み
な
く
る
に
投
げ
か

け
て
ほ
し
い
。

田中事務局長田中事務局長グループワークの様子（写真上/講師 新井相談員）グループワークの様子（写真上/講師 新井相談員） 講評する若月局長講評する若月局長
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２
０
１
２
年
６
月
　
日
、社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
関
連
法
案
を
め

ぐ
る
修
正
で
合
意
し
た
消
費
増
税
の

開
始
が
い
よ
い
よ
目
前
と
な
っ
て
き

た
。民
主
、自
民
、公
明
の
３
党
合
意

に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
が
、本
来
は

４
年
前
に
　
％
に
増
税
す
る
事
が
約

束
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。こ
の

間
、二
度
に
わ
た
り
延
期
さ
れ
た
が
、

懸
念
さ
れ
る
は
８
％
に
増
税
し
た
時

の
よ
う
な
消
費
の
落
ち
込
み
だ
ろ
う
。

政
府
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
級
の
出

来
事
が
起
こ
ら
な
い
限
り
、増
税
の

方
針
に
変
わ
り
は
な
い
と
い
っ
て

い
る
か
ら
、来
月
か
ら
の
実
施
で
ほ

ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
▼
確
か
に

増
税
は
必
要
と
考
え
る
が
、今
の
日

本
は
ど
う
だ
ろ
う
。見
せ
か
け
だ
け

の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
踊
ら
さ
れ
、大

企
業
は
儲
け
て
い
て
も
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
豊
か
に
な
っ
た
だ
ろ
う

か
。馬
鹿
げ
た
法
案
を
通
し
続
け
、

国
を
間
違
っ
た
方
向
に
導
い
て
い

る
と
し
か
思
え
な
い
▼
戦
闘
機
の

大
量
購
入
で
ト
ラ
ン
プ
の
機
嫌
取

り
し
た
か
と
思
え
ば
、戦
争
で
北
方

領
土
を
取
り
返
す
な
ど
と
狂
っ
た

議
員
ま
で
出
て
く
る
始
末
。こ
れ
で

日
本
の
将
来
は
安
泰
と
い
え
る
の

か
▼
子
や
孫
の
世
代
ま
で
豊
か
に

暮
ら
せ
る
日
本
に
し
て
い

く
た
め
に
は
間
違
っ
た

政
治
を
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
。　

　
　（
若
様
）

詳しくは別紙を
　ご参照ください
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“みなくる”とは
　鳥取県が県内３カ所に設置している労働
相談所。現在、鳥取県労働者福祉協議会が
県から委託を受け運営している。
　開所／平日9:00-17:30
　相談方法/電話・窓口・メール
　　　ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ0120-451-783（鳥取）
　　　　　　　0120-662-390（倉吉）
　　　　　　　0120-662-396（米子）
※「みなくる」講師派遣事業　
　社労士・産業カウンセラー・みなくる相談
員など、テーマに沿った専門を無料で派遣。
まずは電話でご相談を！
　　　30～60分程度の研修
　　　原則1事業所年度内1回

30

“働くことを軸とする安心社会　　2019労組リーダーセミナーで学ぶ連合の
新コンセプ

ト

― （労働者を）まもる・（組合員に）つなぐ・（組合員・家族の幸せを）創り出す ―”

湯原俊二
　－緑肥の想い－

りょくひ

　先般、中東のホルムズ海峡で日本のタン
カーが爆破され被害が出ました。犯人等の
詳細は不明です。
　アメリカのトランプ大統領は、自国のタン
カーは自国で守るべきだとして、有志連合
をつくるために、日本に自衛隊の派遣を要
請してきています。私は、自国のタンカーを守るためとはいえ自衛隊の派遣には反対です。 自衛隊が派遣さ
れれば、アメリカ軍と情報共有することになり、結果的にアメリカ軍の指揮命令下に入ります。 ホルムズ海峡
の目の前はイランです。アメリカとイランは、現在敵対関係にあり一触即発の状態です。 万が一、武力衝突す
れば、日本の自衛隊が戦争に巻き込まれかねません。
　安倍政権下で解釈改憲、安保法制の成立と、なし崩し的に安全保障政策が変えられようとしています。

「労組リーダーセミナー（8/24）」で「政治の大切さ」を訴える



産別リレー

次回は 情報労連をご紹介

運輸労連
におじゃまします

運輸労連はトラック労働者の雇用を守り、安心して働ける職場づくりをめざします！
　運輸労連はトラック運輸を中心にさまざまな輸送分野で働く仲間が集まっ
た産業別労働組合です。トラック輸送に働く仲間の「ゆとりと豊かさ」を実現す
るため、雇用を守り、賃金・労働条件を改善して誰もが安心して働ける職場づく
りはもとより、事故防止、健康管理など職場環境の改善や労災補償の充実にも
取り組んでいます。

適正な運賃・料金収受にご理解・ご協力をお願いします

産業政策

運輸労連の取り組み助け合い・共闘 労働政策

情報・交流

れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（２） No.9 ２０１9 年 ９ 月 １ 日 れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取２０１9 年 ９ 月 １ 日 No.9 （３）

連合鳥取ピースウォーク～子どもたちに核兵器も戦争もない未来を～

連合「平和行動」に参加

　女性委員会は「産別交流会」を７月27日（土）、県立倉吉体育文化会館において開催し、
「苔テラリウム」づくりと「意見交換」を行いました。
○「苔テラリウム」づくり
　株式会社遠藤農園オズ・ガーデンの遠藤佳代子さんと小山由香さんを
講師に迎え、最近流行している「苔テラリウム」づくりに挑戦しました。
　ガラス容器の中に石や炭を敷き、その上に自分好みの苔を詰める作業
は、和気あいあいと周囲の人たちと自分の作品の評価をし合い、完成後の
小さな苔の森を眺めて癒されました。
○各グループでの意見交換
　本題の意見交換では「働き方改革関連法」施行後の職場の実態や取り組み状況について意見交換を行いました。
　有給取得したくても職場の人手不足により、自分の
希望通りに取れない事が多いという意見や、時短勤
務をしているが人手不足で仕事量が多く、時間内に帰
れず残業をしている等、産別を問わず人手不足は深刻
な問題だと実感しました。

　意見交換の時間いっぱいまで仕事の悩み等、普段
会話する機会のない産別の方と交流ができた「産別交流会」となりました。

（寄稿／女性委員会副委員長　川口翔子さん）

にもご協力をお願いします電子署名
『Change.org』での

女性組合員同士で交流  ―女性委員会「産別交流会」に28人参加―

■特集「平和」■

東　部　（参加/約150人）

7月25日（木）/さざんか会館
◆行進/鳥取駅南口→
　　　　　　　さざんか会館
◆講演
　「昭和の戦争と鳥取」
　　（鳥取市歴史博物館　
　　　　学芸員 横山展宏さん）
　・折り鶴作成
　・アピール採択

中部（中央）（参加/約90人）

7月24日（水）/エキパル倉吉
◆行進/倉吉体育文化会館→
　　　　　　　　ＪＲ倉吉駅前
◆平和学習
　○ＤＶＤ鑑賞
　「9条改憲って何？」＋ミニ講演会
　（県教組中部支部元支部長
　　　　　　　　川上慎治さん）　　　　　　　　　　　　　　　
　・アピール採択　

西　部　（参加/114人）

8月4日（日）/ガイナックスシアター
テーマ／将来を担う子どもたちと
　　　　ともに考え、行動しよう！
◆行進（親子パレード）/
　米子市文化ホール前広場→
　　　　　　　　　ＪＲ米子駅前
◆平和学習会
　〇映画鑑賞（親子参加）
　　「まっ黒なおべんとう」
　・感想文　・子ども平和アピール
　・アピール採択

　2020年は５年に１度の国連「核兵器不拡散条約（NPT）再検討会議」が開催さ
れますが、「核兵器のない世界」への道筋は後退しようとしています。
　連合は、原水禁、KAKKINとともに「核兵器廃絶1000万署名」をスタートしてい
ます。（組織内は産別で署名活動を展開しています）
　連合鳥取では、東部・中部・西部地域協議会を中
心に、連合鳥取執行委員会役員も参加し、県内３ヵ
所で街頭署名活動を実施し、県民のみなさんに「核
兵器は要らない！Ｎｏ！の声を届けよう！」と訴えま
した。

Ｎｏ！の声を届けよう！
　　―核兵器廃絶1000万署名スタート－

参加者の声参加者の声
voicevoicevoicevoice

情報労連ＮＴＴ労働組合

　平和行動に参加するのは今回
が初めてだったが、とても深く考え
させられた。
　当時を実体験された方のお話
があり、辛さや恐ろしさが伝わっ
てきた。
　今回の経験を無駄にせず、今後
も積極的に参加していきたい。ま
た、多くの方にも参加していただき
たいと感じた。

北村　敬幸さん
全水道鳥取支部

　本集会の開催地である長崎市
は、一発の原子爆弾が投下され
たことにより7万人以上の人命が
失われた。
　この非人道的な兵器が今では
世界中に存在し、人類は核兵器
の脅威にさらされている。核兵器
廃絶と恒久平和の実現をめざし
て行動を継続しなくてはならな
いと、被爆地に臨場し決意を新
たにした。

福田　公亮さん
全水道鳥取支部

　今回、被爆地である長崎を初
めて訪問することができ、平和公
園等でいろいろな資料を見たり、
集会や講演、若い人たちの活動
を知ることができ、いい経験と
なった。
　中でも、被爆者の方の話は、聞
いていて強く胸を打たれるもの
があり、改めて平和や戦争の悲
惨さについて考えるきっかけと
なった。

田中　大樹さん
国公総連全農林

　長崎に原爆が投下されてから
74年が経ち風化が進む中、今回
初めて被爆者から直接被爆体験
を聞くことができた。
悲惨さに自然と涙がでた。
　高校生平和大使の「ビリョクだ
けどムリョクじゃない！」のとおり、
微力でも平和の実現をめざすこと
が大切であると実感した。

山下　清幸さん

自治労鳥取県職員連合労働組合

　初めての参加で、非常に暑い中
でのピースウォークだったが、説
明があると理解が深まる点、多く
の人が同じ場所で学ぶ姿を目の
当たりにできた点が自分の中の
収穫だった。
　戦争や核に関することは、特に
自らの目で足で見ること、体験す
ることが重要だと感じ、政治や行
政に関わる人たちはぜひ学んでほ
しいと思った。

西條　由紀さん

◎沖縄/６月23日(日)～24日(月)
　　　/参加７人
◎広島/８月５日(月)～６日(火)
　　　/参加13人
◎長崎/８月８日(木)～９日(金)
　　　/参加５人
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産別リレー

次回は 情報労連をご紹介

運輸労連
におじゃまします

運輸労連はトラック労働者の雇用を守り、安心して働ける職場づくりをめざします！
　運輸労連はトラック運輸を中心にさまざまな輸送分野で働く仲間が集まっ
た産業別労働組合です。トラック輸送に働く仲間の「ゆとりと豊かさ」を実現す
るため、雇用を守り、賃金・労働条件を改善して誰もが安心して働ける職場づく
りはもとより、事故防止、健康管理など職場環境の改善や労災補償の充実にも
取り組んでいます。

適正な運賃・料金収受にご理解・ご協力をお願いします

産業政策

運輸労連の取り組み助け合い・共闘 労働政策

情報・交流

れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（２） No.9 ２０１9 年 ９ 月 １ 日 れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取２０１9 年 ９ 月 １ 日 No.9 （３）

連合鳥取ピースウォーク～子どもたちに核兵器も戦争もない未来を～

連合「平和行動」に参加

　女性委員会は「産別交流会」を７月27日（土）、県立倉吉体育文化会館において開催し、
「苔テラリウム」づくりと「意見交換」を行いました。
○「苔テラリウム」づくり
　株式会社遠藤農園オズ・ガーデンの遠藤佳代子さんと小山由香さんを
講師に迎え、最近流行している「苔テラリウム」づくりに挑戦しました。
　ガラス容器の中に石や炭を敷き、その上に自分好みの苔を詰める作業
は、和気あいあいと周囲の人たちと自分の作品の評価をし合い、完成後の
小さな苔の森を眺めて癒されました。
○各グループでの意見交換
　本題の意見交換では「働き方改革関連法」施行後の職場の実態や取り組み状況について意見交換を行いました。
　有給取得したくても職場の人手不足により、自分の
希望通りに取れない事が多いという意見や、時短勤
務をしているが人手不足で仕事量が多く、時間内に帰
れず残業をしている等、産別を問わず人手不足は深刻
な問題だと実感しました。

　意見交換の時間いっぱいまで仕事の悩み等、普段
会話する機会のない産別の方と交流ができた「産別交流会」となりました。

（寄稿／女性委員会副委員長　川口翔子さん）

にもご協力をお願いします電子署名
『Change.org』での

女性組合員同士で交流  ―女性委員会「産別交流会」に28人参加―

■特集「平和」■

東　部　（参加/約150人）

7月25日（木）/さざんか会館
◆行進/鳥取駅南口→
　　　　　　　さざんか会館
◆講演
　「昭和の戦争と鳥取」
　　（鳥取市歴史博物館　
　　　　学芸員 横山展宏さん）
　・折り鶴作成
　・アピール採択

中部（中央）（参加/約90人）

7月24日（水）/エキパル倉吉
◆行進/倉吉体育文化会館→
　　　　　　　　ＪＲ倉吉駅前
◆平和学習
　○ＤＶＤ鑑賞
　「9条改憲って何？」＋ミニ講演会
　（県教組中部支部元支部長
　　　　　　　　川上慎治さん）　　　　　　　　　　　　　　　
　・アピール採択　

西　部　（参加/114人）

8月4日（日）/ガイナックスシアター
テーマ／将来を担う子どもたちと
　　　　ともに考え、行動しよう！
◆行進（親子パレード）/
　米子市文化ホール前広場→
　　　　　　　　　ＪＲ米子駅前
◆平和学習会
　〇映画鑑賞（親子参加）
　　「まっ黒なおべんとう」
　・感想文　・子ども平和アピール
　・アピール採択

　2020年は５年に１度の国連「核兵器不拡散条約（NPT）再検討会議」が開催さ
れますが、「核兵器のない世界」への道筋は後退しようとしています。
　連合は、原水禁、KAKKINとともに「核兵器廃絶1000万署名」をスタートしてい
ます。（組織内は産別で署名活動を展開しています）
　連合鳥取では、東部・中部・西部地域協議会を中
心に、連合鳥取執行委員会役員も参加し、県内３ヵ
所で街頭署名活動を実施し、県民のみなさんに「核
兵器は要らない！Ｎｏ！の声を届けよう！」と訴えま
した。

Ｎｏ！の声を届けよう！
　　―核兵器廃絶1000万署名スタート－
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　平和行動に参加するのは今回
が初めてだったが、とても深く考え
させられた。
　当時を実体験された方のお話
があり、辛さや恐ろしさが伝わっ
てきた。
　今回の経験を無駄にせず、今後
も積極的に参加していきたい。ま
た、多くの方にも参加していただき
たいと感じた。

北村　敬幸さん
全水道鳥取支部

　本集会の開催地である長崎市
は、一発の原子爆弾が投下され
たことにより7万人以上の人命が
失われた。
　この非人道的な兵器が今では
世界中に存在し、人類は核兵器
の脅威にさらされている。核兵器
廃絶と恒久平和の実現をめざし
て行動を継続しなくてはならな
いと、被爆地に臨場し決意を新
たにした。

福田　公亮さん
全水道鳥取支部

　今回、被爆地である長崎を初
めて訪問することができ、平和公
園等でいろいろな資料を見たり、
集会や講演、若い人たちの活動
を知ることができ、いい経験と
なった。
　中でも、被爆者の方の話は、聞
いていて強く胸を打たれるもの
があり、改めて平和や戦争の悲
惨さについて考えるきっかけと
なった。

田中　大樹さん
国公総連全農林

　長崎に原爆が投下されてから
74年が経ち風化が進む中、今回
初めて被爆者から直接被爆体験
を聞くことができた。
悲惨さに自然と涙がでた。
　高校生平和大使の「ビリョクだ
けどムリョクじゃない！」のとおり、
微力でも平和の実現をめざすこと
が大切であると実感した。

山下　清幸さん

自治労鳥取県職員連合労働組合

　初めての参加で、非常に暑い中
でのピースウォークだったが、説
明があると理解が深まる点、多く
の人が同じ場所で学ぶ姿を目の
当たりにできた点が自分の中の
収穫だった。
　戦争や核に関することは、特に
自らの目で足で見ること、体験す
ることが重要だと感じ、政治や行
政に関わる人たちはぜひ学んでほ
しいと思った。

西條　由紀さん

◎沖縄/６月23日(日)～24日(月)
　　　/参加７人
◎広島/８月５日(月)～６日(火)
　　　/参加13人
◎長崎/８月８日(木)～９日(金)
　　　/参加５人
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鳥取県議会議員興治 英夫
　連合鳥取のみなさまの日頃からの活動に敬意を表し
ます。
　私は「子どもたちの育成環境」を自身の政策の土台に
置き、そのために家族の生活環境はどうあるべきか、経
済・雇用環境は、街のつくりは、という組み立てで取組
んで参りました。
　お陰様で、交通結節点である米子駅とその周辺の再
構築やバス路線を中心に公共交通網再編なども動き始
め、子育て支援として病後・病後児保育の増設、子育て
相談窓口などの施策も進み始め、この間、その実現に
理解と協力を頂いた方々に心から感謝する次第です。
これからも、理想を
掲げるだけでなく 、
前に進め実現に拘
るスタイルで頑張り
ます。

　昨年度の県議会質問でこんなことを実現。
・洪水予防のための河川の樹木伐採・河床掘削予算の増額
　平成30年度 956百万円　令和元年度 1,300百万円。 
・老朽危険空き家除却事業補助金増額
　大きな家屋も解体撤去しやすいよう、除却補助金の上限（120万
　円）をなくし単価設定（26千円/㎡）とし、補助率は除却費の４/５。
・自動車税・自動車取得税の障がい者減免制度の改善
　生計同一者・常時介護者が運転する自動車について、通院等の
　回数要件を撤廃し、自動車税45千円、自動車取得税250万円×
　税率の減免に。
・外国人労働者の総合相談窓口の開設
　外国人労働者が地域で共生できるよう、東・中・西部３カ所に総
　合相談センターを開設。
・県内企業への就職を促進するため、採用試験を受験する学生の交通費支援
　県外学生の交通費を負担する県内企業に、往復
　交通費を助成。補助率１/２ 補助上限一人３万円。
・運転免許証自主返納
　者へのタクシー代等
　助成への県の支援　
　今年度モデル的に市
　町村に補助し、効果
　検証等を行いながら、
　来年度からの本格運
　用につなげる。　

米子市議会議員中田 利幸

障がい者雇用の取り組みについて先進地を視察障がい者雇用の取り組みについて先進地を視察中部地協の北条砂丘清掃活動とバーベキューに参加中部地協の北条砂丘清掃活動とバーベキューに参加

連合鳥取2020年度政策･制度要求(30項目)を
平井鳥取県知事に手交〈8月19日（月）〉

　
連
合
鳥
取
は「
労
組
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」を
８
月
24
日（
土
）、ま
な
び
タ
ウ
ン

と
う
は
く（
琴
浦
町
）に
お
い
て
開
催
し
、全
県
の
単
組
よ
り
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
毎
年
、広
報・教
育
局
が
手
作
り
で
実
施
し
て
お
り
、本
年
は
連
合

鳥
取
の
田
中
穂
事
務
局
長
に
よ
る
講
演「
連
合
の
ビ
ジ
ョ
ン
」と
、日
頃
、県
内
の
労
働

者
、経
営
者
か
ら
労
働
相
談
を
受
け
て
い
る「
み
な
く
る
米
子
」の
新
井
英
律
子
相
談

員
を
講
師
に
迎
え
た
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、労
働
組
合
役
員
の
役
割
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
と
し
ま
し
た
。ま
た
、次
期
衆
議
院
議
員
選
挙
に
連
合

鳥
取
が
推
薦
決
定
し
て
い
る「
湯
原
俊
二
」さ
ん
も
か
け
つ
け
、日
頃
の
活
動
報
告
や

「
政
治
」の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

■
講
演「
連
合
の
ビ
ジ
ョ
ン
」　

　
連
合
鳥
取
　
田
中
事
務
局
長（
抜
粋
）

　
連
合
は
結
成
　
年
を
迎
え
る
。改
め
て

「
働
く
こ
と
」に
軸
を
置
き
、①
働
く
仲
間

一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
と
暮
ら
し
を「
ま
も

り
」、②
働
く
仲
間
・
地
域
社
会
を「
つ
な

ぎ
」、社
会
・
経
済
の
新
た
な
活
力
を「
創
り

出
し
」て
い
く
た
め
に
、一
つ
目
に
働
き
方

の
多
様
性
に
対
応
し
、二
つ
目
に
労
働
組

合
の
作
っ
た「
労
福
協
」「
労
金
」「
全
労
済
」

組
織
を
活
用
し
、三
つ
目
に
会
社
を
存
続
・

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

■
講
義
①
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働
き
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す
い
職
場
に
す
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た
め
の
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働
組
合
し
て
の
か
か
わ
り
方
」

■
講
義
②
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
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　「
職
場
環
境
の
改
善
に
向
け
て
」

　
　
み
な
く
る
管
理
運
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サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
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ー
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雇
用
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労
働
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談
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キ
ャ
リ
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コ
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ル
タ
ン
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新
井
英
津
子
さ
ん（
抜
粋
）

①
仕
事
の
基
本
は「
ほ
う（
報
告
）・
れ
ん

　（
連
絡
）・
そ
う（
相
談
）」だ
が
、指
示
を

　
受
け
た
段
階
で
自
分
勝
手
に
理
解
せ
ず
、

　
確
認
す
る
こ
と
も
大
切
。

②
相
手
へ
の
気
遣
い
や
尊
重
で
コ
ミ
ュ
ニ

　
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
働
き
や
す
い
職

　
場
環
境
を
作
ろ
う
！

③
仕
事
で
ミ
ス
し
た
時
の
対
処
方
法
？

　
・
ミ
ス
は
起
こ
る
こ
と
を
前
提
に
。

　
・
起
こ
っ
た
原
因
を
分
析
。

　
・
ミ
ス
の
共
有
化
に
よ
り
職
場
全
体
で
同

　  

じ
ミ
ス
を
く
り
返
さ
な
い
仕
組
み
づ
く

　  

り
を
行
う
こ
と
が
大
切
。

※
こ
れ
ら
の
事
を
基
本
に
、職
場
に
優
秀
な

　
人
材
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
労
働
組
合

　
の
役
割
で
あ
る
。

■
講
評

広
報
・
教
育
局
　
若
月
局
長（
抜
粋
）

　
労
働
組
合
の
中
で
起
き
る
様
々
な
悩
み

を
グ
ル
ー
プ
討
議
と
い
う
形
で
考
え
た
。

こ
れ
と
い
う
正
解
は
な
い
が
、各
単
組
で

「
ど
う
対
応
す
る
か
」考
え
て
い
く
機
会
に

し
て
ほ
し
い
。単
組
で
の
対
応
が
難
し
い

時
は
、産
別
、連
合
、み
な
く
る
に
投
げ
か

け
て
ほ
し
い
。

田中事務局長田中事務局長グループワークの様子（写真上/講師 新井相談員）グループワークの様子（写真上/講師 新井相談員） 講評する若月局長講評する若月局長
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２
０
１
２
年
６
月
　
日
、社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
関
連
法
案
を
め

ぐ
る
修
正
で
合
意
し
た
消
費
増
税
の

開
始
が
い
よ
い
よ
目
前
と
な
っ
て
き

た
。民
主
、自
民
、公
明
の
３
党
合
意

に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
が
、本
来
は

４
年
前
に
　
％
に
増
税
す
る
事
が
約

束
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。こ
の

間
、二
度
に
わ
た
り
延
期
さ
れ
た
が
、

懸
念
さ
れ
る
は
８
％
に
増
税
し
た
時

の
よ
う
な
消
費
の
落
ち
込
み
だ
ろ
う
。

政
府
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
級
の
出

来
事
が
起
こ
ら
な
い
限
り
、増
税
の

方
針
に
変
わ
り
は
な
い
と
い
っ
て

い
る
か
ら
、来
月
か
ら
の
実
施
で
ほ

ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
▼
確
か
に

増
税
は
必
要
と
考
え
る
が
、今
の
日

本
は
ど
う
だ
ろ
う
。見
せ
か
け
だ
け

の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
踊
ら
さ
れ
、大

企
業
は
儲
け
て
い
て
も
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
豊
か
に
な
っ
た
だ
ろ
う

か
。馬
鹿
げ
た
法
案
を
通
し
続
け
、

国
を
間
違
っ
た
方
向
に
導
い
て
い

る
と
し
か
思
え
な
い
▼
戦
闘
機
の

大
量
購
入
で
ト
ラ
ン
プ
の
機
嫌
取

り
し
た
か
と
思
え
ば
、戦
争
で
北
方

領
土
を
取
り
返
す
な
ど
と
狂
っ
た

議
員
ま
で
出
て
く
る
始
末
。こ
れ
で

日
本
の
将
来
は
安
泰
と
い
え
る
の

か
▼
子
や
孫
の
世
代
ま
で
豊
か
に

暮
ら
せ
る
日
本
に
し
て
い

く
た
め
に
は
間
違
っ
た

政
治
を
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
。　

　
　（
若
様
）

詳しくは別紙を
　ご参照ください

“みなくる”とは
　鳥取県が県内３カ所に設置している労働
相談所。現在、鳥取県労働者福祉協議会が
県から委託を受け運営している。
　開所／平日9:00-17:30
　相談方法/電話・窓口・メール
　　　ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ0120-451-783（鳥取）
　　　　　　　0120-662-390（倉吉）
　　　　　　　0120-662-396（米子）
※「みなくる」講師派遣事業　
　社労士・産業カウンセラー・みなくる相談
員など、テーマに沿った専門を無料で派遣。
まずは電話でご相談を！
　　　30～60分程度の研修
　　　原則1事業所年度内1回

30

“働くことを軸とする安心社会　　2019労組リーダーセミナーで学ぶ連合の
新コンセプ

ト

― （労働者を）まもる・（組合員に）つなぐ・（組合員・家族の幸せを）創り出す ―”

湯原俊二
　－緑肥の想い－

りょくひ

　先般、中東のホルムズ海峡で日本のタン
カーが爆破され被害が出ました。犯人等の
詳細は不明です。
　アメリカのトランプ大統領は、自国のタン
カーは自国で守るべきだとして、有志連合
をつくるために、日本に自衛隊の派遣を要
請してきています。私は、自国のタンカーを守るためとはいえ自衛隊の派遣には反対です。 自衛隊が派遣さ
れれば、アメリカ軍と情報共有することになり、結果的にアメリカ軍の指揮命令下に入ります。 ホルムズ海峡
の目の前はイランです。アメリカとイランは、現在敵対関係にあり一触即発の状態です。 万が一、武力衝突す
れば、日本の自衛隊が戦争に巻き込まれかねません。
　安倍政権下で解釈改憲、安保法制の成立と、なし崩し的に安全保障政策が変えられようとしています。

「労組リーダーセミナー（8/24）」で「政治の大切さ」を訴える


